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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年12月8日(2017.12.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性樹脂組成物（Ｉ）であって、少なくとも１つの重合可能なエチレン性不飽和ポリウ
レタンポリマー（Ａ）を含み、
　ポリウレタンポリマー（Ａ）は、重量平均分子量１５，０００ダルトン未満であり、並
びに、少なくとも１つの脂肪族又は環状脂肪族ポリイソシアネート（ｉ）；イソシアネー
ト基と反応することができる少なくとも１つの反応基、及び、直接的に又は塩を提供する
ための中和剤（Ｃ）との反応の後に、ポリウレタンポリマーを水性媒体に分散か溶解させ
ることができる少なくとも１つの基を含む、少なくとも１つの親水性化合物（ｉｉ）；イ
ソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの求核基及び少なくとも１つの共
重合可能なエチレン性不飽和基を含む、少なくとも１つの化合物（ｉｉｉ）；及びイソシ
アネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含む少なくとも１つの化合
物（ｉｖ）であって、化合物（ｉｖ）の総量に対して少なくとも２０重量％のポリカーボ
ネートポリオール量で、少なくとも１つのポリカーボネートポリオールを含む、化合物（
ｉｖ）；を構造単位として含み、
　化合物（ｉｉ）、（ｉｉｉ）、及び（ｉｖ）は互いに異なり、
　化合物（ｉ）により提供されるイソシアネート基と化合物（ｉｉ）、（ｉｉｉ）及び（
ｉｖ）により提供されるイソシアネート反応基の当量比が、１．０５：１～１．２０：１
であり、
　乾燥後の樹脂組成物（Ｉ）の不揮発性成分は２５℃で水に再分散性又は再溶解性であり
、
　再分散とは、乾燥に引き続き２５℃で２４時間後の脱塩水中への浸漬後に、樹脂組成物
（Ｉ）の非揮発性成分の最大２０重量％が分散液中に再度戻らないことを示し、
　再溶解性とは、乾燥に引き続き２５℃で２４時間後の脱塩水中への浸漬後に、樹脂組成
物（Ｉ）の非揮発性成分の最大２０重量％が溶液中に再度戻らないことを示す、
　水性樹脂組成物。
【請求項２】
　（Ａ）とは異なる少なくとも１つの重合可能なエチレン性不飽和化合物（Ｂ）を含む、
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請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項３】
　少なくとも１つの中和剤（Ｃ）を含む、請求項１又は２に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　イソシアネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含み、化合物（ｉ
ｖ）とは異なる鎖延長剤（ｖ）が、ポリウレタンポリマー（Ａ）を調製するために使用さ
れない、請求項１～３のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項５】
　水中分散体である、請求項１～４のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項６】
　化合物（Ａ）及び（Ｂ）の総重量に対して、６０～１００重量％の化合物（Ａ）及び０
～４０重量％の化合物（Ｂ）を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項７】
　化合物（Ｂ）が存在しない、請求項１～６のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の樹脂組成物であって、
　ポリウレタンポリマー（Ａ）は、１０～６０重量％の少なくとも１つのポリイソシアネ
ート（ｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反応基、及び、
直接的又は塩を提供するための中和剤との反応の後に、ポリウレタンポリマーを水性媒体
に分散させることができる少なくとも１つの基を含む、２～２５重量％の少なくとも１つ
の親水性化合物（ｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反
応基及び少なくとも１つの共重合可能なエチレン性不飽和基を含む、２０～８５重量％の
少なくとも１つの化合物（ｉｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくと
も２つの反応基を含む、１～３５重量％の少なくとも１つの化合物（ｉｖ）；及び、イソ
シアネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含む、化合物（ｉｖ）と
は異なる０～１０重量％の少なくとも１つの鎖延長剤（ｖ）；を構造単位として含む、
　樹脂組成物。
【請求項９】
　ポリウレタンポリマー（Ａ）が、非揮発性中和剤及び／又は沸点が１００℃より高い有
機中和剤から選択される１以上の中和剤（Ｃ）との反応後に形成されるイオン基を有する
、請求項１～８のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１０】
　ポリウレタンポリマー（Ａ）が、１以上の無機塩基との反応後に形成される陰イオン基
を有する、請求項１～９のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１１】
　前記無機塩基がアルカリ金属水酸化物である、請求項１０に記載の樹脂組成物。
【請求項１２】
　前記アルカリ金属水酸化物が水酸化ナトリウムである、請求項１１に記載の樹脂組成物
。
【請求項１３】
　化合物（ｉｖ）が、少なくとも１つのエチレン性不飽和基及び／又は直接的に又は中和
剤（Ｃ）との反応後に、ポリマーを水に分散又は溶解可能にすることができる少なくとも
１つの官能基を含むことができるポリオールから選択される、請求項１～１２のいずれか
一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１４】
　化合物（ｉｖ）がポリエステルポリオールを含む、請求項１～１３のいずれか一項に記
載の樹脂組成物。
【請求項１５】
　化合物（ｉｖ）がポリカーボネートポリオールである、請求項１～１３のいずれか一項
に記載の樹脂組成物。
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【請求項１６】
　ポリウレタンポリマー（Ａ）が、重量平均分子量１，０００～１２，０００ダルトンの
範囲である、請求項１～１５のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項１７】
　平均粒径最大６０ｎｍの粒子を伴う水中分散体である、請求項１～１６のいずれか一項
に記載の樹脂組成物。
【請求項１８】
　粒子が平均粒径最大５０ｎｍである、請求項１７に記載の樹脂組成物。
【請求項１９】
　乾燥後及び水中への再分散体の平均粒径が、元の粒径と比べて最大１０倍増加する、請
求項１～１８のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
【請求項２０】
　乾燥後及び水中への再分散体の平均粒径が、元の粒径と比べて最大３倍増加する、請求
項１９に記載の樹脂組成物。
【請求項２１】
　少なくとも５０重量％の請求項１～２０のいずれか一項に記載の樹脂組成物を含む、放
射線硬化性組成物。
【請求項２２】
　請求項２１の組成物により、部分的又は全体に、コーティングされ、プリントされ、又
は処理された物。
【請求項２３】
　基材である、請求項２２に記載の物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　このような背景に対し、我々はここに水性樹脂組成物（Ｉ）であって、少なくとも１つ
の重合可能なエチレン性不飽和ポリウレタンポリマー（Ａ）、場合によって、（Ａ）とは
異なる少なくとも１つの重合可能なエチレン性不飽和化合物（Ｂ）、及び、場合によって
少なくとも１つの中和剤（Ｃ）；を含み、
　ポリウレタンポリマー（Ａ）は、重量平均分子量１５，０００ダルトン未満であり、少
なくとも１つのポリイソシアネート（ｉ）；イソシアネート基と反応することができる少
なくとも１つの反応基、及び、直接的に又は塩を提供するための中和剤（Ｃ）との反応の
後に、ポリウレタンポリマーを水性媒体に分散か溶解させることができる少なくとも１つ
の基を含む、少なくとも１つの親水性化合物（ｉｉ）；イソシアネート基と反応すること
ができる少なくとも１つの反応基及び少なくとも１つの共重合可能なエチレン性不飽和基
を含む、少なくとも１つの化合物（ｉｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる
少なくとも２つの反応基を含む少なくとも１つの化合物（ｉｖ）；及び、場合によって、
イソシアネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含む、化合物（ｉｖ
）とは異なる、少なくとも１つの鎖延長剤（ｖ）；との反応により得られ、
　03乾燥後の樹脂組成物（Ｉ）の不揮発性成分は２５℃で水（典型的には脱塩水）に再分
散性又は再溶解性である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
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　したがって、好ましい水性樹脂組成物（Ｉ）は、少なくとも１つの重合可能なエチレン
性不飽和ポリウレタンポリマー（Ａ）、場合によって、（Ａ）とは異なる少なくとも１つ
の重合可能なエチレン性不飽和化合物（Ｂ）、及び、場合によって少なくとも１つの中和
剤（Ｃ）；を含み、
　ポリウレタンポリマー（Ａ）は、重量平均分子量１５，０００ダルトン未満であり、少
なくとも１つのポリイソシアネート（ｉ）；イソシアネート基と反応することができる少
なくとも１つの反応基、及び、直接的に又は塩を提供するための中和剤（Ｃ）との反応の
後に、ポリウレタンポリマーを水性媒体に分散させることができる少なくとも１つの基を
含む、少なくとも１つの親水性化合物（ｉｉ）；イソシアネート基と反応することができ
る少なくとも１つの反応基及び少なくとも１つの共重合可能なエチレン性不飽和基を含む
、少なくとも１つの化合物（ｉｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なく
とも２つの反応基を含む少なくとも１つの化合物（ｉｖ）；及び、場合によって、イソシ
アネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含む、化合物（ｉｖ）とは
異なる、少なくとも１つの鎖延長剤（ｖ）；との反応により得られ；
　乾燥後の樹脂組成物（Ｉ）の不揮発性成分は２５℃で水（典型的には脱塩水）に再分散
性である。言い換えれば、本発明の樹脂組成物（Ｉ）から形成されたフィルムは、乾燥後
２５℃で水に再分散することができる。使用される水は典型的には脱塩水である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　水性媒体（典型的には水）中の溶液の粘度は、理想的には２５℃で５０，０００ｍＰａ
．ｓを超えないこと、更に好ましくは、１５，０００ｍＰａ．ｓを超えないこと、及び最
も好ましくは、２５℃で５，０００ｍＰａ．ｓを超えないことである。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　水性媒体（典型的には水）中の分散体の粘度は、理想的には２５℃で５，０００ｍＰａ
．ｓを超えないこと、更に好ましくは、１，０００ｍＰａ．ｓを超えないこと、及び最も
好ましくは、２５℃で５００ｍＰａ．ｓを超えないことである。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　乾燥及び次に水（典型的には脱塩水）中への再分散後、典型的には平均粒径は、元の平
均粒径（再分散前のもの）と比較して最大１０倍増加する。一般的には平均粒径の増加は
、最大５倍、更に典型的には４倍である。好ましい実施態様では、この平均粒径の増加は
、最大３倍、更に典型的には最大２．５倍、好ましくは２．３倍である。再分散したポリ
マーは、好ましくは、本質的に１．５μサイズより大きいポリーグリット又はポリマーフ
レークを含まない。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　本発明のポリウレタンポリマー（Ａ）の重量平均分子量（Ｍｗ）は、好ましくは１２，
０００ダルトンより小さく、典型的には１１，０００ダルトンより小さい。一般的には、
Ｍｗは１０，０００より小さく、通常９，０００ダルトンより小さい。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　本発明の特定の実施態様では、Ｍｗ８，０００ダルトンより小さく、７，０００ダルト
ンより更に小さく、特に６，０００より小さく、及び更に特に５，０００ダルトンより小
さいポリウレタンポリマー（Ａ）を使用することができる。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　一般的に重量平均分子量（Ｍｗ）は、少なくとも１，０００ダルトン、通常少なくとも
１，５００ダルトン、典型的には少なくとも２，０００ダルトンである。しばしばＭｗは
、少なくとも２，５００ダルトン、少なくとも３，０００ダルトンでさえある。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　一般的に本発明のポリウレタンポリマー（Ａ）の重量平均分子量（Ｍｗ）は、１，００
０～１２，０００ダルトンの範囲、更に典型的には１，０００～１０，０００ダルトンの
範囲、通常２，０００～９，０００ダルトン、好ましくは３，０００～９，０００ダルト
ンの範囲である。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　好ましくは、数平均分子量（Ｍｎ）は、１，０００～５，０００ダルトンである。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　分子量及び多分散性インデックスは典型的にはゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）
によりポリスチレン標準（例えば、２００～７，５００，０００ｇ／ｍｏｌ範囲のＭｗ）
を用いて測定される。試料は、典型的にはろ過の前にテトラヒドロフランに溶解され、ク
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ロマトグラフカラムへ注入される。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　典型的には、本発明の化合物（Ａ）は、少なくとも１つのポリイソシアネート（ｉ）；
イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反応基、及び、直接的に又は
塩を提供するための中和剤との反応の後に、ポリウレタンポリマーを水性媒体に分散（場
合により溶解）させることができる少なくとも１つの基を含む、少なくとも１つの親水性
化合物（ｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反応基及び
少なくとも１つの共重合可能なエチレン性不飽和基を含む、少なくとも１つの化合物（ｉ
ｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含む少なく
とも１つの化合物（ｉｖ）；及び、場合によって、イソシアネート基と反応することがで
きる少なくとも２つの反応基を含む、化合物（ｉｖ）とは異なる、少なくとも１つの鎖延
長剤（ｖ）；との反応により得られる。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　重合可能なエチレン性不飽和水分散性（場合によって水溶性）ポリウレタンポリマー（
Ａ）は、好ましくは、化学量論的過剰の化合物（ｉ）と化合物（ｉｉｉ）及び（ｉｖ）と
の反応を含む第１工程、第１工程で得られた産物と化合物（ｉｉ）との反応を含む第２工
程、及び化合物（ｉ）から（ｉｖ）との反応によって提供された残りの遊離イソシアネー
ト基が反応し、アロファネート基を得る可能性のある第３工程を含むプロセスによって得
られる。アロファネート基の形成は、分枝形成及びポリマーの分子量を増加させ、最大分
子量及び水への再分散性（場合によって再溶解性）に関して本発明の境界を超えることは
ないという提供される最終性能のために好ましいものでありうる。化合物（ｉ）から（ｉ
ｖ）の反応後の化合物（ｖ）と遊離イソシアネートの反応として得られた尿素形成も、ポ
リマーの化学的及び機械的耐性を増加させ、最大分子量及び水への再分散性（場合によっ
て再溶解性）に関して本発明の境界を超えることはないという提供される最終性能のため
に好ましいものでありうる。あるいは、尿素を導く該反応は、化合物（ｖ）の存在下で又
は水と遊離イソシアネートの天然の加水分解後に、水中で進めることもできる。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８２】
　本願発明の文脈において使用される化合物（ｉｖ）は、典型的には６２～５，０００ダ
ルトンの範囲の数平均分子量で特徴づけられる。更に典型的には、この化合物のＭｎは少
なくとも４００ダルトン、しばしば少なくとも５５０ダルトン、更にしばしば少なくとも
６００ダルトン、７００ダルトンでさえあり、通常最大２０００ダルトンである。典型的
には、化合物（ｉｖ）は高分子又はオリゴマー化合物である。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０２
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０２】
　本発明の文脈において好ましいのは、１０～６０重量％の少なくとも１つのポリイソシ
アネート（ｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反応基、及
び、直接的に又は塩を提供するための中和剤（Ｃ）との反応の後に、ポリウレタンポリマ
ーを水性媒体に分散させることができる少なくとも１つの基を含む、２～２５重量％の少
なくとも１つの親水性化合物（ｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なく
とも１つの反応基を含む、２０～８５重量％の少なくとも１つの重合可能なエチレン性不
飽和化合物（ｉｉｉ）；１～３５重量％の少なくとも１つのポリオール（ｉｖ）；及び、
イソシアネート基と反応することができる、０～１０重量％の少なくとも１つの鎖延長剤
（ｖ）；との反応により得られるポリウレタンポリマー（Ａ）である。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０３】
　本発明の文脈においてより更に好ましいのは、１０～６０重量％の少なくとも１つのポ
リイソシアネート（ｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反
応基、及び、直接的に又は塩を提供するための中和剤（Ｃ）との反応の後に、ポリウレタ
ンポリマーを水性媒体に分散させることができる少なくとも１つの基を含む、３～２５重
量％の少なくとも１つの親水性化合物（ｉｉ）；イソシアネート基と反応することができ
る少なくとも１つの反応基を含む、２０～８５重量％の少なくとも１つの重合可能なエチ
レン性不飽和化合物（ｉｉｉ）；３～３５重量％の少なくとも１つのポリオール（ｉｖ）
；及び、イソシアネート基と反応することができる、０～１０重量％の少なくとも１つの
鎖延長剤（ｖ）；との反応により得られるポリウレタンポリマー（Ａ）である。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２０】
　本発明の樹脂組成物（Ｉ）は、最も典型的に１以上の下記の特徴を示す：
・総固体含有量が約３０～約５０重量％、好ましくは約３５～約４５重量％、
・２５℃で測定された粘度は、５，０００ｍＰａ．ｓ未満、好ましくは１，０００ｍＰａ
．ｓ未満、更に好ましくは５００ｍＰａ．ｓ未満（分散体の場合）、又は５０，０００ｍ
Ｐａ．ｓ未満、好ましくは１５，０００ｍＰａ．ｓ未満、更に好ましくは５，０００ｍＰ
ａ．ｓ未満（溶液の場合）、
・ｐＨ値は６から１１、好ましくは６．５～８．５
・平均粒径は、約１０～１５０ｎｍ、最も好ましくは約２０～４０ｎｍ（分散体の場合）
、
・フィルム形成温度は、好ましくは２０℃より低く、更に好ましくは５℃より低く、最も
典型的には０℃より低い。
　好ましくは、本発明の組成物は、上記に記載された固体含有量、粘度、ｐＨ値、平均粒
径及びフィルム形成温度で特徴付けられる。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３９
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【０１３９】
　イソシアネート含有量：
　プレポリマー反応混合物中のイソシアネート含有量は、ジブチルアミン逆滴定法を用い
て測定された。
　固体含有量：
　１２０℃で２時間の分散体又は溶液の乾燥を伴う重量分析法により、固体含有量は測定
された。
　粘度：
　水性ポリマー分散体（場合によって溶液）の粘度（η）は２５℃でブルックフィールド
ＲＶＴ粘度計で、粘度が２００ｍＰａｓより低い場合はスピンドルＮｏ．１を５０ｒｐｍ
で用い、粘度が２００ｍＰａｓより高い場合はスピンドルＮｏ．２を５０ｒｐｍで用いて
測定した。
　ｐＨ：は、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　１０３９０に従って測定された。
　光沢：光沢は入射角６０°で測定された。
　平均粒径：
　水性ポリマー分散体の平均粒径は、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｐａｒｔｉｃｌｅ　Ａｎａｌｙｚ
ｅｒ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒタイプ７０２７及び４６００ＳＭを用いたレーザー光散乱によ
って測定された。
　コロイド安定性：
　水性ポリマー分散体のコロイド安定性は、多重光散乱（Ｔｕｒｂｉｓｃａｎ（登録商標
））によって示されるような６０℃のオーブンに置かれた試料２０ｇのデカンテーション
及び／又は相分離を観察することによって評価した；コロイド安定性は、試料の総高の２
％を超える分散沈降前の日数によって報告される。良好なコロイド安定性は、６０℃で１
０日間、製品劣化が観察されない場合に得られる。
　分子量分布：
　数平均分子量（Ｍｎ）、重量平均分子量（Ｍｗ）及び多分散性は、ポリスチレン標準（
２００～７，５００，０００ｇ／ｍｏｌのＰｏｌｙｍｅｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓの
ＥａｓｙＣａｌ）の従来のゲル浸透クロマトグラフ（ＧＰＣ）によって測定される。
　試料の少量は、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）中に溶解され、４ＰＬＧｅｌ　混合－Ａ
　ポリスチレン　ジビニルベンゼンＧＰＣカラム（３００ｍｍ×７．５ｍｍ×２０μｍ）
を備えた液体クロマトグラフ（Ｍｅｒｃｋ－Ｈｉｔａｃｈｉ　Ｌ７１００）中に注入され
る。試料の成分は、溶液中の分子サイズに基づいてＧＰＣカラムで分離され、反射インデ
ッス検出器によって検出される。データは集計され、Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏ
ｒｉｅｓ　Ｃｉｒｒｕｓ　ＧＰＣソフトウエアによって処理された。
　粘着性（Ｔａｃｋｉｎｅｓｓ）：
　コーティング及びインクの残留粘着は、コーティングに指を押し付けることによって測
定され、粘着なしの指の分離しやすさによって評価された。付着は１～５（５は粘着なし
）のスケールで表現された。
　付着性（Ａｄｈｅｓｉｏｎ）：
　硬化組成物に押しつけられ、迅速に取り除かれた粘着テープを用いて測定された；損傷
は１～５（５は優秀）のスケールで表現された。
　ＰＶＣにおける付着性：
　可塑化したＰＶＣフィルム上にコーティング（５０ｇ／ｍ２ウエット）され、３０℃で
５分間、次に６０℃で５分間乾燥され、８０Ｗ／ｃｍの１つの水銀ランプを備えたコンベ
アーベルトで５ｍ／分で２回通過させることにより硬化させる。コーティングの完全硬化
は、５０アセトン二重摩擦（方法は他の特許に記載されている）によって評価される。
　付着性は、押しつけられ、迅速に取り除かれた粘着テープを用いて測定された；損傷は
１～５（５は優秀）のスケールで表現された。
　付着性は硬化直後及び６０℃での経時後に評価される。
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　伸長及び機械的ストレス後のＰＶＣにおける付着性：
　ＰＶＣにおける付着性において記載したように２ｃｍラージ／１０ｃｍ長のコーティン
グされたＰＶＣフィルムを調製し、３００％伸長が得られるまで５０ｍｍ／分のスピード
でストレスをかける。
　フィルムは最初に視覚的に試験される；すでに欠損／クラッキングが観察された場合、
コーティングは０と評価され、何ら欠損が見られない場合、テープによる付着が行われ、
結果は１～５（５は優秀）のスケールで表現される。
　フィルムは次に、手による回転運動で５回縮ませ、同じ０～５のスケールを用いて評価
される。
　溶媒耐性（二重摩擦）：
　硬化組成物の溶媒耐性及び水耐性は、コーティングが除かれるまで（例えば透けるまで
）、イソプロパノール（ＩＰＡ）、アセトン又は水によって飽和された１枚のコットンラ
グによる二重摩擦の使用により与えられた条件下で評価された。１の二重摩擦は前方及び
後方への１ストロークに相当する。報告された数（ＡＤＲ）は、硬化組成物が破れるのに
必要な二重摩擦の数である。
　ひっかき耐性：
　ひっかき耐性は、硬化組成物上のスチールウールを用いた前後運動通過で評価する。損
傷は、１～５（５は優秀）のスケールを用いてランク付けされた。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４５】
　本発明の範囲外の２つの商業グレードとの比較を行った：ＵＣＥＣＯＡＴ（登録商標）
７６７４（ＥＸ４－Ｒ）及びＵＣＥＣＯＡＴ（登録商標）７６８９（ｅｘ５－Ｒ）、ＵＣ
ＥＣＯＡＴ（登録商標）７６７４は、低分子量（＜１５，０００ダルトン）であるものの
その主鎖に作られた化合物（ｉｖ）を含まず、非揮発性化合物（ＮａＯＨ）によって中和
される。ＵＣＥＣＯＡＴ（登録商標）７６８９は、より高分子量（＞１５，０００ダルト
ン）を有するが、その主鎖に作られた化合物（ｉｖ）（ポリカーボネート）を含み、揮発
性アミン（ＴＥＡ）によって中和される。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５２】
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【表４】

　本願発明を以下に記す。
［請求項１］
　水性樹脂組成物（Ｉ）であって、少なくとも１つの重合可能なエチレン性不飽和ポリウ
レタンポリマー（Ａ）、場合によって、（Ａ）とは異なる少なくとも１つの重合可能なエ
チレン性不飽和化合物（Ｂ）、及び場合によって、少なくとも１つの中和剤（Ｃ）；を含
み、
　ポリウレタンポリマー（Ａ）は、重量平均分子量１５．０００ダルトン未満であり、並
びに、少なくとも１つの脂肪族又は環状脂肪族ポリイソシアネート（ｉ）；イソシアネー
ト基と反応することができる少なくとも１つの反応基、及び、直接的に又は塩を提供する
ための中和剤（Ｃ）との反応の後に、ポリウレタンポリマーを水性媒体に分散か溶解させ
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ることができる少なくとも１つの基を含む、少なくとも１つの親水性化合物（ｉｉ）；イ
ソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの求核基及び少なくとも１つの共
重合可能なエチレン性不飽和基を本質的に含む、少なくとも１つの化合物（ｉｉｉ）；イ
ソシアネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含む少なくとも１つの
化合物（ｉｖ）；及び場合によって、イソシアネート基と反応することができる少なくと
も２つの反応基を含む、（ｉｖ）とは異なる少なくとも１つの鎖延長剤（ｖ）；との反応
により得られ、
　化合物（ｉ）により提供されるイソシアネート基と化合物（ｉｉ）、（ｉｉｉ）及び（
ｉｖ）により提供されるイソシアネート反応基の当量比が、１．０５：１～１．２０：１
であり、
　乾燥後の樹脂組成物（Ｉ）の不揮発性成分は２５℃で水に再分散性又は再溶解性である
、
　水性樹脂組成物。
［請求項２］
　水中分散体である、請求項１に記載の樹脂組成物。
［請求項３］
　化合物（Ａ）及び（Ｂ）の総重量に対して、６０～１００重量％の化合物（Ａ）及び０
～４０重量％の化合物（Ｂ）を含む、請求項１又は２に記載の樹脂組成物。
［請求項４］
　化合物（Ｂ）が存在しない、請求項１～３のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
［請求項５］
　請求項１～４のいずれか一項に記載の樹脂組成物であって、
　ポリウレタンポリマー（Ａ）は、１０～６０重量％の少なくとも１つのポリイソシアネ
ート（ｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反応基、及び、
直接的又は塩を提供するための中和剤との反応の後に、ポリウレタンポリマーを水性媒体
に分散させることができる少なくとも１つの基を含む、２～２５重量％の少なくとも１つ
の親水性化合物（ｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくとも１つの反
応基及び少なくとも１つの共重合可能なエチレン性不飽和基を含む、２０～８５重量％の
少なくとも１つの化合物（ｉｉｉ）；イソシアネート基と反応することができる少なくと
も２つの反応基を含む、１～３５重量％の少なくとも１つの化合物（ｉｖ）；及び、イソ
シアネート基と反応することができる少なくとも２つの反応基を含む、化合物（ｉｖ）と
は異なる０～１０重量％の少なくとも１つの鎖延長剤（ｖ）；との反応により得られる、
　樹脂組成物。
［請求項６］
　ポリウレタンポリマー（Ａ）が、非揮発性中和剤及び／又は沸点が１００℃より高い有
機中和剤から選択される１以上の中和剤（Ｃ）との反応後に形成されるイオン基を有する
、請求項１～５のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
［請求項７］
　ポリウレタンポリマー（Ａ）が、１以上の無機塩基との反応後に形成される陰イオン基
を有する、請求項１～６のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
［請求項８］
　前記無機塩基が水酸化ナトリウムなどのアルカリ金属水酸化物である、請求項７に記載
の樹脂組成物。
［請求項９］
　化合物（ｉｖ）が、場合によって、少なくとも１つのエチレン性不飽和基及び／又は直
接的に又は中和剤（Ｃ）との反応後に、ポリマーを水に分散又は溶解可能にすることがで
きる少なくとも１つの官能基を含むことができるポリオールから選択される、請求項１～
８のいずれか一項に記載の樹脂組成物。
［請求項１０］
　化合物（ｉｖ）が、ポリエステルポリオール及び／又はポリカーボネートポリオールか
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らなる群から選択される、請求項１～９に記載の樹脂組成物。
［請求項１１］
　化合物（ｉｖ）がポリカーボネートポリオールである、請求項１～１０に記載の樹脂組
成物。
［請求項１２］
　使用される化合物（ｖ）の量が０．１～１０重量％である、請求項１～１１に記載の樹
脂組成物。
［請求項１３］
　ポリウレタンポリマー（Ａ）が、重量平均分子量１．０００～１２．０００ダルトンの
範囲、好ましくは３．０００～９．０００ダルトンの範囲である、請求項１～１２に記載
の樹脂組成物。
［請求項１４］
　平均粒径最大６０ｎｍ、好ましくは最大５０ｎｍ、最も好ましくは最大４０ｎｍの粒子
を伴う水中分散体である、請求項１～１３に記載の樹脂組成物。
［請求項１５］
　乾燥後及び水中への再分散体の平均粒径が、元の粒径と比べて最大１０倍、好ましくは
最大３倍増加する、請求項１４に記載の樹脂組成物。
［請求項１６］
　少なくとも５０重量％の請求項１～１５に記載の樹脂組成物を含む、放射線硬化性組成
物。
［請求項１７］
　請求項１６の組成物により、部分的又は全体に、コーティングされ、プリントされ、又
は処理された物又は基材。
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